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市制施行70周年記念式典を開催
祝・パリ2024パラリンピック出場
こどもまんなかフェス・消防フェスティバル

P２
P４
P５

夢の舞台へ On your mark
パリ2024パラリンピックに出場する伊藤竜也選手
が、本番に向け奥越ふれあい公園でトレーニング
をしていました。スタート位置で構える伊藤選手
の目からみなぎる闘志を感じました。
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市
制
施
行
70
周
年
を

市
民
と
と
も
に
祝
う

　

７
月
１
日
に
結
と
ぴ
あ
で
開

催
さ
れ
た
式
典
に
は
、
県
選
出

国
会
議
員
や
県
内
各
市
町
を
は

じ
め
姉
妹
都
市
の
古
河
市
や
友

好
交
流
市
の
岩
倉
市
、
交
流
市

町
か
ら
首
長
や
議
長
ら
が
出
席
。

市
関
係
の
招
待
者
を
含
む
約

２
５
０
人
が
70
年
の
節
目
を
祝

い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
市
民
70

人
の
声
を
集
め
た「
市
制
施
行

70
周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
ム
ー

ビ
ー
」を
上
映
し
ま
し
た
。
上
映

し
た
動
画
は
市
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課 （
☎
64
・
４
８
２
０
）

▲動画はこちら
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７
月
１
日
、
結
と
ぴ
あ
で
市
制

施
行
70
周
年
記
念
市
長
表
彰
お
よ

び
令
和
６
年
度
市
政
功
労
者
等
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
本
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
関
わ
り
、
市

勢
の
発
展
に
貢
献
し
た
市
制
施
行

70
周
年
記
念
市
長
表
彰
に
３
人
と

１
団
体
、
市
政
功
労
者
表
彰
に
18

人
と
１
団
体
、
市
長
特
別
表
彰

「
輝
き
大
賞
」に
１
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

市
制
施
行
70
周
年
記
念
市
長
表
彰

▼
砂
子
三
郎（
本
町
）長
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
▼
田

中
豊
実（
篠
座
町
）長
年
に
わ
た
り

農
業
の
振
興
に
寄
与
▼
森
永
誠
次

（
森
政
地
頭
）長
年
に
わ
た
り
奉
仕

活
動
を
続
け
環
境
の
美
化
に
寄
与

▼
大
野
市
管
工
事
業
協
同
組
合

（
陽
明
町
四
丁
目
）長
年
に
わ
た
り

奉
仕
活
動
を
続
け
環
境
の
美
化
に

寄
与

令
和
６
年
度
市
政
功
労
者
表
彰

○
自
治
振
興

　
地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
▼
西

本
葊
行（
国
時
町
）区
長
と
し
て
15

年
余

○
社
会
事
業

　
社
会
事
業
に
尽
力
▼
大
谷
惠
子

（
右
近
次
郎
）人
権
擁
護
委
員
と
し

て
12
年
▼
栗
下
治
昭（
蕨
生
）保
護

司
と
し
て
12
年
余

○
産
業
振
興

　
産
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
▼
竹

田
善
和（
下
麻
生
嶋
）大
野
市
農
業

委
員
会
委
員
と
し
て
12
年
余
▼
佐

子
重
夫（
阿
難
祖
領
家
）土
地
改
良

区
役
員
と
し
て
30
年
余
▼
松
田

成な
る
お生（

右
近
次
郎
）土
地
改
良
区
役

員
と
し
て
20
年
余
▼
馬
場
功（
稲

郷
）森
林
組
合
役
員
と
し
て
19
年

余
▼
川
端
隆
栄（
堂
嶋
）森
林
組
合

な
ど
の
役
員
と
し
て
16
年
余
▼
嶋

光
義（
下
山
）森
林
組
合
な
ど
の
役

員
と
し
て
19
年
余
▼
林
幹
雄（
清

和
町
）森
林
組
合
な
ど
の
役
員
と

し
て
16
年
余

○
教
育
文
化

　
教
育
文
化
の
振
興
に
寄
与
▼
広

岡
昌
人（
陽
明
町
二
丁
目
）学
校
嘱

託
医
と
し
て
20
年
余
▼
大
野
地
球

科
学
研
究
会 

社
会
教
育
に
多
大

な
貢
献

○
消
防

　
消
防
団
の
発
展
に
寄
与
▼
池
田

誠
一（
貝
皿
）消
防
団
員
と
し
て
30

年
余
▼
加
藤
智
治（
西
山
）消
防
団

員
と
し
て
30
年
余
▼
木
下
吉
一

（
飯
降
）消
防
団
員
と
し
て
31
年
余

▼
辻
和
博（
稲
郷
）消
防
団
員
と
し

て
30
年
余
▼
坪
内
一
幸（
下
麻
生

嶋
）消
防
団
員
と
し
て
30
年
余
▼
松

田
亨（
森
本
）消
防
団
員
と
し
て
30

年
余
▼
三
橋
宏
幸（
中
挾
二
丁
目
）

消
防
団
員
と
し
て
30
年
余

市
長
特
別
表
彰「
輝
き
大
賞
」

▼
大
藤
沙
月（
大
野
市
出
身
）４
月

に
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｔ（
世
界
卓
球

選
手
権
）で
、
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ

ブ
ル
ス
の
両
方
で
優
勝

問　
総
務
課 （
☎
64
・
４
８
２
０
）

市
制
施
行

市
制
施
行
7070
周
年
記
念
市
長
表
彰
、市
政
功
労
者
表
彰
、

周
年
記
念
市
長
表
彰
、市
政
功
労
者
表
彰
、

市
長
特
別
表
彰「
輝
き
大
賞
」受
賞
者
を
表
彰

市
長
特
別
表
彰「
輝
き
大
賞
」受
賞
者
を
表
彰
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　  ・パリ2024パラリンピック出場　  ・パリ2024パラリンピック出場
がんばれ！がんばれ！  伊藤竜也伊藤竜也  選手選手

　
７
月
４
日
、
本
市
出
身
の
伊
藤

竜
也
選
手
が
、
パ
リ
２
０
２
４
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
車
い
す
Ｔ

52
ク
ラ
ス
男
子
短
距
離
の
日
本
代

表
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
伊
藤
選
手
は
30
歳
か
ら
車
い
す

陸
上
競
技
を
始
め
ま
し
た
。
平
成

30
年
の
ア
ジ
ア
大
会
で
の
男
子
Ｔ

52
ク
ラ
ス
１
０
０
㍍
で
ア
ジ
ア
記

録
を
塗
り
替
え
て
の
優
勝
な
ど
、

数
々
の
国
内
外
の
大
会
で
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
て
き
ま
し
た
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
は
今
回
が

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
１
０
０
㍍

と
４
０
０
㍍
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

市
役
所
で
壮
行
会
を
開
催

　
７
月
８
日
、
市
役
所
で
壮
行
会

が
開
か
れ
、
市
長
ら
を
前
に
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

母
校
で
激
励
会
を
開
催

　
７
月
８
日
、
伊
藤
選
手
の
母
校

の
上
庄
小
学
校
で
激
励
会
が
開
か

れ
、
全
校
児
童
１
１
４
人
が
伊
藤

選
手
へ
拍
手
と
大
き
な
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
リ
で
の
活
躍
を
願
っ

て
児
童
が
寄
せ
書
き
し
た
国
旗
が

伊
藤
選
手
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
実
施

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
実
施  

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
時
間
は
日
本
時
間

※
時
間
は
日
本
時
間

●
男
子
４
０
０
㍍（
Ｔ
52
）

予
選　
８
月
30
日
金
午
後
６
時
13
分

決
勝　
８
月
31
日
土
午
前
２
時
14
分

●
男
子
１
０
０
㍍（
Ｔ
52
）

予
選　
９
月
６
日
金
午
前
４
時
43
分

決
勝　
９
月
６
日
金
午
後
６
時
32
分

　

い
つ
も
大
野
か
ら
た
く
さ

ん
応
援
を
い
た
だ
き
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
野

で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　

渡
仏
ま
で
の
最
後
の
１
カ

月
は
、
水
や
空
気
が
き
れ
い

な
大
野
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
予
定
で
す
。

　

大
会
で
は
、
自
分
の
最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

し
、
い
い
結
果
を
報
告
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
引
き

続
き
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

伊
藤
選
手
コ
メ
ン
ト

伊
藤
選
手
コ
メ
ン
ト

●●祝祝

4 2024.8　広報おおの



フェス・・
８

消防消防フフェェスステティィババルル
10

午前10時～午後３時

結とぴあ場所

子どもも大人も楽しむ 夏の思い出づくり

土

　夏休みの子どもたちの 「学び・遊び・体験・つなぐ」 をテーマに開催します。楽しみ
ながら本市の魅力に触れて、笑顔あふれる一日を過ごしませんか。

消防フェスティバル消防フェスティバル
●ロープワーク●ロープワーク
　消防士からアウトドアや防災に役立つ
ロープの結び方を学ぼう

●地震体験●地震体験
　地震体験車で最大震度７までの地震を体験して、
災害時の行動を学ぼう

●はしご車搭乗体験●はしご車搭乗体験
　地上15㍍の高さから市内を眺めてみよう

●放水体験●放水体験
　消防用ホースで放水を体験しよう

●防災ヘリコプター訓練見学●防災ヘリコプター訓練見学
　県の防災ヘリ「ブルーアロー」の訓練を見学しよう

●消防車両展示・乗車体験●消防車両展示・乗車体験
　消防車に乗って消防士の気分を味わってみよう

●その他●その他
　防災用品展示、備蓄食料試食会、消防団活動紹介など
問　消防署予防課 （☎64・4899）

こどもまんなかフェスこどもまんなかフェス
●伝統・文化・自然に触れるワークショップ●伝統・文化・自然に触れるワークショップ
　星空、リサイクル、水・環境、歴史
探検などさまざまなワークショップを
体験しよう

●丸シールアートにチャレンジ●丸シールアートにチャレンジ
　みんなで順番にシールを貼り、1
枚の絵を完成させよう。どんな絵が
完成するかはお楽しみです

●物づくり体験●物づくり体験
　お菓子作り、工作など親子で楽し
めるワークショップを体験しよう。
キッチンカーも出店します

●10年後の「○○さん」へ送るメッセージ●10年後の「○○さん」へ送るメッセージ
　10年後の自分や家族、友達などに手紙
を送ろう
問　こども支援課 （☎64・5140）

▲こどもまんなか 
　フェス詳細

▲消防フェスティ 
　バル詳細

※ブースによっては、混雑が
予想されます。熱中症対策
をしてご参加ください

来場者
駐車場

来場者来場者
駐車場駐車場

消防フェスティバル消防フェスティバル
会場会場

こどもまんなかこどもまんなか
フェス会場フェス会場

会場図
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第
六
次
大
野
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
の
３
年
目
が
終
了
し
、
取
り
組
み
状
況

と
成
果
指
標
の
達
成
状
況
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
第
六
次
大
野
市
総
合
計
画
は
、
令
和
３
〜

12
年
度
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
と
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
、

市
の
最
上
位
の
計
画
で
す
。
前
期
基
本
計

画
は
、
こ
の
10
年
間
の
う
ち
、
令
和
３
〜

７
年
度
の
５
年
間
の
施
策
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　

第
２
期
大
野
市
総
合
戦
略
は
、
前
期
基

本
計
画
の
中
で
も
人
口
減
少
対
策
や
地
方

創
生
に
的
を
絞
り
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
計
画
で
す
。

実
施
し
た
取
り
組
み

　

総
合
計
画
の
基
本
目
標
の
分
野
に
沿
っ

て
令
和
５
年
度
中
に
実
施
し
た
主
な
取
り

組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■「
こ
ど
も
」分
野

○
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、

整
備
す
る「
屋
内
型
子
ど
も
の
遊
び
場
」

に
つ
い
て
、
市
内
の
子
ど
も
や
保
護
者

の
要
望
、
指
定
管
理
予
定
者
の
意
見
な

ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
実
施
設
計
を
行

い
ま
し
た（
現
在
は
整
備
工
事
を
行
っ
て

て
い
ま
す
）

○
児
童
セ
ン
タ
ー
と
公
立
保
育
園
に
お
い

て
、
児
童
の
入
退
出
管
理
や
保
護
者
へ
の

情
報
伝
達
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
え
る

ア
プ
リ
を
導
入
し
、
児
童
の
安
全
管
理
と

保
護
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た

○
小
中
学
生
が
地
域
の
魅
力
を
探
究
し
、

発
信
す
る
た
め
の
動
画
制
作
に
取
り
組

み
、
ふ
る
さ
と
福
井
Ｃ
М
コ
ン
テ
ス
ト

で
和
泉
小
学
校
が
最
優
秀
賞
を
、
小
山

小
学
校
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

○
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
て
、
サ
ッ

カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
軟
式
野
球

の
３
競
技
と
吹
奏
楽
の
指
導
を
、
地
域
団

体
に
委
託
し
、
休
日
の
部
活
動
地
域
移
行

の
実
践
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た

○
令
和
４
年
度
か
ら
継
続
し
て
中
学
校
再

編
準
備
委
員
会
で
再
編
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
中
学
校

２
校
の
新
体
制
が
始
ま
り
ま
し
た

■「
健
幸
福
祉
」分
野

○
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
が
増
え
る
よ

う
、
活
動
量
に
応
じ
て
特
典
を
付
与
す

る
、
お
お
の
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
前
年
度
か

ら
参
加
の
１
５
１
９
人
に
加
え
、
新
た
に

９
５
１
人
が
参
加
し
ま
し
た

○
住
民
主
体
の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
話
し
合
い
の

場
で
あ
る「
第
２
層
協
議
体（
公
民
館
単

位
）」を
設
置
す
る
た
め
、
和
泉
地
区
で

住
民
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
市
内
全
て
の
地
区
で
第
２
層
協

議
体
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る
新
規
イ
ベ

ン
ト「
ゆ
る
ス
ポ
ま
つ
り
２
０
２
４
」を

開
催
し
、誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
ド
ア

雪
合
戦
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
１
０
０
人
が
参
加
し
、
室
内

で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た

■「
地
域
経
済
」分
野

○
ス
マ
ー
ト
農
業
の
活
用
を
促
進
す
る
た

め
、
国
や
県
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が

ら
、
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
機
器
を
整
備

す
る
農
業
者
を
支
援
し
ま
し
た（
５
件
）

○
県
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨「
ふ
く

い
は
ぴ
コ
イ
ン
」を
活
用
し
て
大
野
市
版

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ
ジ
タ
ル
商
品
券「
お

お
の
結
サ
イ
フ
」を
新
た
に
導
入
し
、
市

内
約
１
７
０
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
活
用
を
促
進
し
ま
し
た

○
南
六
呂
師
エ
リ
ア
が
夜
空
の
暗
さ
や
光

害
防
止
の
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
８
月
に「
星
空
保
護
区
Ⓡ
」に
認
定

▲詳しくはこちら
第六次大野市総合計画

▲詳しくはこちら
第２期大野市総合戦略

第
六
次
大
野
市
総
合
計
画
・

第
２
期
大
野
市
総
合
戦
略
と
は

星空保護区星空保護区ⓇⓇ認定取得認定取得

市内中学校統合記念式典市内中学校統合記念式典

第
六
次
大
野
市
総
合
計
画
・
第
２
期
大
野
市
総
合
戦
略

令
和
５
年
度
の
取
り
組
み
状
況
と
成
果
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さ
れ
ま
し
た（
ア
ー
バ
ン
・
ナ
イ
ト
ス

カ
イ
プ
レ
イ
ス
部
門
で
は
ア
ジ
ア
初
）。

10
月
に
は
第
35
回「
星
空
の
街
・
あ
お

ぞ
ら
の
街
」全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
民
間
で
も
星
空
に
関
す
る
商
品
開

発
や
星
空
鑑
賞
を
目
的
と
し
た
星
空

ハ
ン
モ
ッ
ク
の
開
催
、
宿
泊
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
星
空
素
材
の
活
用
が

進
み
ま
し
た

■「
く
ら
し
環
境
」分
野

○
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
に
地
球
温
暖
化
対

策
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
た
め
、
Ｅ
ｃ
ｏ

落
語
、Ｅ
ｃ
ｏ
遊
園
地
、Ｅ
ｃ
ｏ
紙
芝
居
、

親
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
と
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
体
験
会
を
開
催
し
、
延
べ
９
２
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
延
べ
４
３
１

人
が
参
加
し
た
Ｅ
ｃ
ｏ
遊
園
地
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
理
解
を
促
す
た
め
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
利
用
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ

づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た

○
望
ま
し
い
交
通
・
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
す
る
た
め「
大
野
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」と「
大
野
市
地
域
公
共
交
通
利
便
増

進
実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
市
内
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
を
進
め
ま
し
た

○
大
野
油
坂
道
路
の
早
期
開
通
に
向
け
て

関
係
機
関
と
連
携
し
、
国
や
県
、
県

選
出
国
会
議
員
な
ど
に
要
望
活
動
を
行

い
、
３
３
５
億
円
の
予
算
確
保
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
大
野
油
坂
道
路
の
勝
原

Ｉ
Ｃ
〜
九
頭
竜
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
ま
し
た

■「
地
域
づ
く
り
」分
野

○
活
力
に
あ
ふ
れ
住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
地
区
ま
つ
り
の
開

催
や
名
所
史
跡
を
活
用
し
た
事
業
、
環

境
美
化
活
動
、
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
屋

根
雪
下
ろ
し
な
ど
、
市
内
９
地
区
の
特

色
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
事
業
65
件

を
交
付
金
に
よ
り
支
援
し
ま
し
た

○
移
住
希
望
者
な
ど
の
住
ま
い
を
確
保
す

る
た
め
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
新
た

に
22
件
を
登
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
登
録
し
た
物
件
を
含
め
13
件
が
成
約

さ
れ
、
移
住
者
な
ど
が
定
住
の
た
め
に

行
う
住
宅
取
得
や
リ
フ
ォ
ー
ム
17
件
に

補
助
し
ま
し
た
。
空
き
家
所
有
者
の
悩

み
や
不
安
を
解
決
す
る
た
め
、
専
門
家

に
よ
る
空
き
家
相
談
会
を
2
回
開
催
し
、

47
件
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
し
た

○「
大
野
市
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
支

援
プ
ラ
ン
作
成
計
画
」に
基
づ
き
、
福
祉

専
門
職
の
協
力
を
得
て
、
災
害
時
に
優

先
度
の
高
い
要
支
援
者
の
避
難
支
援
プ

ラ
ン
作
成
を
促
進
し
ま
し
た

○
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

女
性
消
防
団
員
延
べ
31
人
に
よ
り
、
88

行
政
区
の
高
齢
者
宅
２
６
９
世
帯
の
住

宅
防
火
診
断
を
実
施
し
ま
し
た

■「
行
政
経
営
」分
野

○�

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
21
施
設
で
導
入

し
、
学
校
体
育
施
設
や
公
民
館
の
利
用

予
約
と
使
用
料
の
支
払
い
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
予
約

と
連
動
す
る
電
子
錠
を
17
施
設
の
玄
関

扉
に
設
置
し
、
夜
間
や
休
日
の
鍵
の
貸

し
借
り
を
不
要
に
し
ま
し
た

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
魅
力
的

な
返
礼
品
の
情
報
発
信
を
強
化
し
た

結
果
、
寄
付
金
額
は
過
去
最
高
の
約

1
億
8
６
５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
集
ま
っ
た
寄
付
金
を
原
資

に
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
団
体
な

ど
に
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を
創
設

し
、
3
団
体
に
計
2
８
７
万
７
３
０
円

を
交
付
し
ま
し
た

○
令
和
４
年
度
施
策
の
進
捗
状
況
を
検
証

す
る
た
め
、
市
役
所
の
内
部
評
価
に
加

え
、
市
民
や
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る

総
合
計
画
・
総
合
戦
略
推
進
会
議
に
よ

る
外
部
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
24
項
目

の
施
策
の
う
ち
、
Ａ
評
価
が
２
項
目
、

Ｂ
評
価
が
21
項
目
、
Ｃ
評
価
が
１
項
目

と
な
り
ま
し
た

人
口
の
状
況

令
和
２
年（
10
月
１
日
の
国
勢
調
査
）

　
　
　
　
　
３
万
１
２
８
６
人

◀

現
状　
令
和
５
年　
２
万
９
４
５
３
人

（
10
月
１
日
現
在
の
県
推
計
人
口
）

◀

目
標　
令
和
７
年　
　

２
万
９
０
０
０
人

成
果
指
標
の
達
成
状
況

　

前
期
基
本
計
画
は
57
の
成
果
指
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
令
和
７

年
度
の
目
標
数
値
を
達
成
し
た
も
の
は
11

指
標
で
し
た
。

令
和
７
年
度
の
目
標
数
値
を
達
成
し
た
主

な
指
標　
（　
）内
は
目
標
数
値

●
国
や
県
の
働
き
方
改
革
関
係
制
度
認
定

企
業
数
の
累
計　
12
社（
10
社
）

●
定
住
の
た
め
の
住
宅
取
得
等
助
成
件
数

の
累
計　
50
件（
50
件
）

●
電
子
申
請
が
可
能
と
な
っ
た
行
政
手
続

き
の
件
数　
１
６
４
件（
63
件
）

●
財
政
調
整
基
金
残
高　
22
億
５
０
０
０
万

円（
20
億
円
）

進
捗
状
況
の
検
証
方
法

　

令
和
５
年
度
の
施
策
は
、
市
の
内
部
評

価
に
加
え
、
各
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
市

民
や
有
識
者
に
よ
る
外
部
評
価
を
行
い
、

そ
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
改
善
や
新
た

な
施
策
の
立
案
を
行
い
ま
す
。
９
月
に
評

価
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

問　
政
策
推
進
課 （
☎
64
・
４
８
２
４
）

▶
詳
し
く
は
こ
ち
ら

ＥＣＯ紙芝居ＥＣＯ紙芝居
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市の家計簿市の家計簿　～令和５年度決算報告～
　

市
で
は
、
毎
年
、
予
算
の
執
行
状
況
や

決
算
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金
の
使
い
道
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
５
年
度
決

算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　
財
政
経
営
課 （
☎
64
・
４
８
２
３
）

　
歳
入（
市
の
収
入
）総
額
は
２
２
２
億

９
７
５
７
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て

13
・
１
㌫（
25
億
７
９
２
４
万
円
）増
加
し

ま
し
た
。
歳
入
の
う
ち
最
も
大
き
い
も
の
は

地
方
交
付
税
の
68
億
8
５
３
０
万
円
で
、
全

体
の
30
・
９
㌫
を
占
め
ま
し
た
。
自
主
財
源

の
中
心
で
あ
る
市
税
は
38
億
８
６
３
９
万

円
で
、
全
体
の
17
・
４
㌫
で
し
た
。

　
歳
出（
市
の
支
出
）総
額
は
２
１
３
億

５
１
７
１
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
12
・

９
㌫（
24
億
４
４
７
６
万
円
）増
加
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
よ
り
特
に
増
加
し
た
の
は
総
務

費
と
教
育
費
で
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基

金
の
積
み
立
て
や
小
中
学
校
施
設
改
修
事

業
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

一 
般 
会 

計

民生費
18万5472円

総務費
14万3913円

教育費
10万994円

土木費
５万9544円

衛生費
５万7755円

介護や子育ての支援、
福祉の充実など

地域づくりや防災、公
共交通など

教育や文化、スポーツ
振興など

道路や河川、公園の整
備など

医療や保健の充実、環
境対策など

公債費
４万4251円

農林水産業費
４万2474円

商工費
３万6505円

消防費
２万4214円

その他
１万1795円

市が借りたお金の返済
など

農林水産業の振興など 商工業や観光の振興など 消防、救命救急など 市議会の運営、労働者
の福祉、災害復旧など

▶市民１人当たり※１にすると、使ったお金は70万6917円

※１ 市民１人当たりの金額は、本年３月末の
　　 人口（３万204人）で計算
※２ 基金現在高、市債現在高は特別会計など
　　 の分を含む

現在高（市税は決算額） 市民１人当たり※１

基金（貯金）※２ 75億2104万円 24万9008円
市債（借金）※２ 217億2065万円 71万9131円
市税 38億8639万円 12万8671円

▶基金・市債・市税の状況

歳出総額
213億5171万円

歳入総額
222億9757万円

民生費
56億199万円

26.2%

総務費
43億4675万円

20.3%教育費
30億5041万円

14.3%

土木費
17億9846万円

8.4%

衛生費
17億4444万円

8.2%

公債費
13億3657万円

6.3%

農林水産業費
12億8288万円

6.0%

商工費
11億260万円

5.2%

消防費
７億3136万円

3.4%

その他
３億5625万円

1.7%

市債
14億1270万円

6.3%

繰入金
17億7616万円

8.0%

地方交付税
68億8530万円

30.9%

国 ・ 県支出金
54億6121万円

24.5%

市税
38億8639万円

17.4%

その他
20億6443万円

9.3%

繰越金
８億1138万円

3.6%

固定資産税
18億1255万円

市民税
16億3927万円

たばこ税
１億9897万円

軽自動車税
１億3164万円

都市計画税
9912万円

入湯税
484万円

市税の内訳
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民
間
企
業
の
よ
う
に
、
複
式
簿
記

で
事
業
の
経
営
や
資
産
状
況
を
管
理

す
る
会
計
で
す
。

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計

と
区
別
し
、
そ
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

企
業
会
計

特
別
会
計

区　分 水道事業 簡易水道事業 下水道事業

収益的収支
（事業運営と施設管理）

収入 １億2433万円 １億4997万円 ６億9338万円

支出 １億2166万円 １億2335万円 ６億7038万円

資本的収支
（施設整備など）

収入 3211万円 １億1470万円 ６億4383万円

支出 7047万円 １億2682万円 ８億8861万円
※資本的収支の支出に対する収入の不足分は留保資金などで補てん

事　業 歳　入 歳　出

国民健康保険 34億8982万円 34億2716万円

和泉診療所 8379万円 8097万円

後期高齢者医療 ５億4719万円 ５億4497万円

介護保険（保険事業） 41億194万円 40億7410万円

介護保険（サービス事業） 1447万円 1431万円

農業集落排水 ５億4056万円 ２億8615万円

大
野
市
職
員
を
募
集

　

令
和
７
年
４
月
に
採
用
予
定
の
大
野
市

職
員
採
用
候
補
者
試
験（
後
期
日
程
）を
行

い
ま
す
。

申
込
受
付

８
月
１
日
木
～
22
日
木

試
験
日
時

１
次
試
験
▼
９
月
22
日
日
午
前
９
時
～

２
次
試
験
▼
10
月
27
日
日
実
施
予
定

申
込
方
法

　

８
月
１
日
以
降
に
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
項

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課 （
☎
64
・
４
８
２
０
）

　
消
防
署
総
務
課 （
☎
64
・
４
８
９
７
）

▲申し込みはこちら

▲募集要項はこちら

試験区分 採用人数 年齢要件 業務内容 資格など

事務 ２人程度 平成６年４月２日～
平成19年４月１日生 一般行政事務 必要なし

事務（障がい
者対象） １人程度 平成６年４月２日～

平成19年４月１日生 一般行政事務 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳のいずれかの交付を受けている人

技術（土木） ２人程度 平成元年４月２日～
平成19年４月１日生

土木に関する専門的
業務と一般行政事務 必要なし

保健師 １人程度 昭和54年４月２日～
平成15年４月１日生

保健師としての専門的
業務と一般行政事務

保健師の資格を取得している人または令
和７年３月31日までに取得見込みの人

消防 １人程度 平成６年４月２日～
平成19年４月１日生 消防業務 視力、聴力などの要件があります。募集

要項で確認してください

※農業集落排水事業特別会計は令和６年度から企業会計に移行し、下水道事業会計と統合しました
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空
き
家
の
利
活
用
、
相
続
、
契
約
な
ど

の
悩
み
や
不
安
に
、
宅
地
建
物
取
引
士
、

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
や
補
助
金
制
度

の
担
当
者
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

８
月
14
日
水
、
15
日
木
各
日
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
45
分

場
所　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
ま
た
は
オ
ン

ラ
イ
ン

相
談
内
容（
例
）

・
空
き
家
の
利
活
用
に
関
す
る
こ
と

・
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
耐
震
診
断
、
住

宅
診
断
に
関
す
る
こ
と

・
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
の
利
用
、
登

録
に
関
す
る
こ
と

・
相
続
、
契
約
に
関
す
る
こ
と

・
市
の
助
成
制
度
に
関
す
る
こ
と

対�

象　

市
内
に
あ
る
空
き
家
の
所
有
者
、

管
理
者
、
土
地
所
有
者
、
今
後
市
内
に

空
き
家
を
所
有
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
人

参
加
料　
無
料

申�

込
方
法　
防
災
防
犯
課（
市
役
所
２
階
�

番
窓
口
）ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持

参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
む

そ�

の
他　
相
談
当
日
は
、
建
物
の
外
観
写
真

や
図
面
、
登
記
簿
、
賃
貸
借
契
約
書
、
相

続
関
係
説
明
図
な
ど
の
参
考
資
料
を
持
参

す
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す

問　

防
災
防
犯
課 

（
☎
64
・
４
８
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
66
・
７
７
０
８
）

　

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６（
住
所
は
書
か
な

く
て
も
届
く
）

　
電
子
メ
ー
ル　

bosai@

　

city.fukui-ono.lg.jp

空
き
家
相
談
会空

き
家
関
係
の
補
助
制
度
の
ご
案
内

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
地
域
文
化

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
空
き
家
家
財
処
分
支
援
事
業
補
助
金

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き

家
の
家
財
処
分
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
補
助

補
助
上
限　
10
万
円（
補
助
率
３
分
の
２
）

●
空
き
家
適
正
管
理
促
進
事
業
補
助
金

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家

の
管
理
の
た
め
、
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
で

か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
補
助

補
助
上
限　
年
間
３
万
６
０
０
０
円（
補

助
率
３
分
の
１
）※
最
大
３
年
間

問　
地
域
文
化
課

　
（
☎
64
・
４
８
３
４
）

▲詳しくは
こちら ▲詳しくは▲詳しくは

こちらこちら
　

移
住
し
た
人
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
こ
れ

か
ら
考
え
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
向
け
に
、

移
住
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

特
に
１
年
以
内
に
県
外
か
ら
転
入
し
た

人
向
け
の
支
援
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日�

時　
８
月
９
日
金
、
10
日
土
午
前
10
時
～

午
後
３
時（
申
し
込
み
不
要
。
好
き
な
時

間
帯
に
来
て
く
だ
さ
い
）

場�

所　
関
西
大
学
横
町
ス
タ
ジ
オ（
日
吉
町

１
ー
７
）ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

内�

容　

移
住
支
援
制
度
や
暮
ら
し
に
関
す

る
相
談
な
ど

相�

談
員　
市
移
住
相
談
員（
奥
越
前
ま
ん
ま

る
サ
イ
ト
）、
市
職
員

対����

象　

県
外
か
ら
本
市
へ
移
住
し
た
人
や

そ
の
関
係
者
、
こ
れ
か
ら
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
を
考
え
て
い
る
人

参
加
料　
無
料

そ�

の
他　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
希
望
者
は
、
相

談
会
前
日
ま
で
に
氏
名
、
連
絡
先
を
問
い

合
わ
せ
先
に
連
絡
す
る

問　
地
域
文
化
課 （
☎
64
・
4
８
３
４
）

県
外
か
ら
の
転
入
者
、
移
住
希
望
者
対
象

県
外
か
ら
の
転
入
者
、
移
住
希
望
者
対
象

移
住
相
談
会▲横町スタジオの▲横町スタジオの

地図はこちら地図はこちら

奥越前まんまるサイト
　「身近な自然に一歩近づ
くお手伝い」を合言葉に、
本市の豊かな自然とこの地
で育まれた独自の文化や暮
らしを体験できるエコツ
アーなどを企画、運営して
います。
問　　奥越前まんまるサイト
　（☎67・1117）

相談会でお待ちしています！

　市民や移住者を対
象に、就農に関する相
談に応じます。
問　農業林業振興課 　農業林業振興課 
　（☎64・4818）

 同時開催！
就農相談会

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

10 2024.8　広報おおの



農
業
委
員
会
の
新
委
員
が
決
定

　

６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
市
農
業

委
員
会
の
新
し
い
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
公
募
し
、
推
薦
や
応
募
の
あ
っ

た
農
業
委
員
10
人
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
21
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
任
期

は
３
年
で
す
。

　
７
月
１
日
に
開
か
れ
た
初
総
会
で
次
の
と

お
り
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会
長　
南
部
茂

会
長
職
務
代
理
者　
金
子
正
義

農
政
委
員
会
委
員
長　
前
田
光
雄

同
委
員
会
副
委
員
長　
旭
政
一

農
地
委
員
会
委
員
長　
松
井
俊
幸

同
委
員
会
副
委
員
長　
山
田
一
輝

新
委
員（
敬
称
略
）

〇
第
１
区(

大
野
）

　
農
業
委
員　
金
子
正
義（
篠
座
町
）

　
農
業
委
員　
三
嶋
香
代
子（
国
時
町
）

　
推
進
委
員　
金
子
か
よ
子（
篠
座
町
）

〇
第
２
区（
下
庄
）

　
農
業
委
員　
齊
藤
義
治（
大
矢
戸
）

　
推
進
委
員　
宇
野
雅
彦（
友
江
）

　
推
進
委
員　
廣
野
隆
一（
上
中
野
）

　
推
進
委
員　
巻
寄
富
美
男（
中
津
川
）

〇
第
３
区（
乾
側
）

　
農
業
委
員　
南
部
茂（
中
丁
）

　
推
進
委
員　
松
村
利
雄（
大
門
）

〇
第
４
区（
小
山
）

　
農
業
委
員　
松
井
俊
幸（
阿
難
祖
地
頭
方
）

　
推
進
委
員　
佐
々
木
賢
次（
上
舌
）

　
推
進
委
員　
清
水
真
寿
地（
右
近
次
郎
）

〇
第
５
区（
上
庄
）

　
農
業
委
員　
上
田
て
る
み（
森
政
領
家
）

　
農
業
委
員　
山
内
愼
吾（
稲
郷
）

　
推
進
委
員　
源
内
康
浩（
森
山
）

　
推
進
委
員　
橋
本
恒
夫（
下
据
）

　
推
進
委
員　
前
田
光
雄（
大
西
出
）

　
推
進
委
員　
山
田
一
輝（
上
五
条
方
）

　
推
進
委
員　
山
田
治
和（
森
政
地
頭
）

〇
第
６
区（
富
田
）

　
農
業
委
員　
帰
山
康
幸（
下
唯
野
）

　
推
進
委
員　
旭
政
一（
蕨
生
）

　
推
進
委
員　
幅
岸
勝
雄（
塚
原
）

　
推
進
委
員　
松
田
松
美（
新
河
原
）

　
推
進
委
員　
松
田
美
弥
子（
上
野
）

〇
第
７
区（
五
箇
）

　
推
進
委
員　
林
小
太
郎（
西
勝
原
）

〇
第
８
区（
阪
谷
）

　
農
業
委
員　
土
橋
好
孝（
東
中
野
）

　
推
進
委
員　
岩
本
清（
南
六
呂
師
）

　
推
進
委
員　
小し

ょ
う
ず豆
清（
石
谷
）

　
推
進
委
員　
中
山
政
則（
萩
ケ
野
）

〇
第
９
区（
和
泉
）

　
農
業
委
員　
東
三
千
雄（
下
山
）

　
推
進
委
員　
加
藤
和
徳（
川
合
）

問　
農
業
委
員
会
事
務
局 （
☎
64
・
４
８
２
９
）

　県農地中間管理機構では、農業の競争力強化や生産　県農地中間管理機構では、農業の競争力強化や生産
コスト削減を目的に、土地所有者から農地を借り受け、コスト削減を目的に、土地所有者から農地を借り受け、
担い手農家に農地を貸し出しています。担い手農家に農地を貸し出しています。
　機構から担い手農家に農地が貸し出された場合、地　機構から担い手農家に農地が貸し出された場合、地
域へ協力金が交付されたり、固定資産税が軽減された域へ協力金が交付されたり、固定資産税が軽減された
りする場合があるので、ぜひ利用してください。りする場合があるので、ぜひ利用してください。
問　農業林業振興課 （☎64・4829）

農地の貸し借りには「農地中間管理事業」の活用を農地の貸し借りには「農地中間管理事業」の活用を

※�担い手農家とは、各集落での話し合いにより作成された
「人・農地プラン（または地域計画）」に掲載されている農
業者です

農地中間管理事業を活用した
農地集積・集約の仕組み

中間管理
機構

担い手
農家離農農家

農地を
貸し付け

農地を
貸し付け

　法律の改正により、農用地利用集積計画に基づく利用権設定は令和７年３月をもって廃止されます。利用権設　法律の改正により、農用地利用集積計画に基づく利用権設定は令和７年３月をもって廃止されます。利用権設
定の最終締切は令和７年２月10日定の最終締切は令和７年２月10日月ですです。以降に農地を賃借する場合は、農地法第３条の許可申請や農地中間。以降に農地を賃借する場合は、農地法第３条の許可申請や農地中間
管理事業を活用してください。管理事業を活用してください。
問　農業林業振興課 （☎64・4829）

農用地利用集積計画がなくなります農用地利用集積計画がなくなります

　下庄地区で開催している園芸教室で学んだ受講生たちが、自慢の野菜を手頃な価格で　下庄地区で開催している園芸教室で学んだ受講生たちが、自慢の野菜を手頃な価格で
販売します。手間暇かけた安全でおいしい野菜です。ぜひお越しください。販売します。手間暇かけた安全でおいしい野菜です。ぜひお越しください。

下庄青空市を開催下庄青空市を開催

日時　８月12日月振替休日午前８時～正午ごろ８月12日月振替休日午前８時～正午ごろ
場所　下庄公民館下庄公民館

問　下庄をよくする会下庄をよくする会
　（下庄公民館内　（下庄公民館内☎☎66・2142）66・2142）
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　「地域移行」とは、生徒がスポーツや文化芸術活動に親しむ機会を将来的に確保することなどを目的に、これまで
学校が主体だった部活動を地域団体や地域のスポーツクラブに担ってもらい、地域の活動に位置付けることです。
　文部科学省は、令和５～７年度を「改革推進期間」と位置付け、休日の部活動の地域移行に取り組んでいます。

　生徒が放課後や休日の過ごし方を選択できるよう、部活動は任意加入制としています。休日の部活動に
ついては、令和５年４月から生徒の希望制としています。
　本年度の夏以降、休日の部活動は地域クラブに移行します。運動系部活動は夏季大会、文化系部活動は
秋の文化祭や発表会の終了以降、休日は学校では部活動を行いません。休日にスポーツや文化活動に取り
組みたい場合は、地域クラブに参加する形となります。
　なお、平日はこれまでどおり学校で部活動を行います。

◆中学校の部活動について

◆休日の部活動の地域移行の取り組み

地域移行の実践研究のスケジュール

令和４年度　サッカー、軟式野球、バスケットボール
　　　　　　　＋
令和５年度　吹奏楽
　　　　　　　＋
令和６年度　バレーボール、卓球、バドミントン、
　　　　　　ソフトテニス、陸上競技

★各生徒に適した環境での活動

★将来にわたる地域クラブの維持

のため現状と課題を整理していきます。

>>>

①生徒の選択肢が広がる

②専門的な指導が受けやすくなる

③教員業務のスリム化　など

期待される効果期待される効果
SPORTS

運営主体 学校単位
スポーツクラブ、
文化クラブなど

指導者 教員 地域の指導者など

休日の部活動はこう変わる休日の部活動はこう変わる

本市の取り組み本市の取り組み

　市教育委員会は、市や地域クラブ、学校などの関係者と連携して休日の部活動の地域移行の実践研究に
取り組んでいます。

問　教育総務課 （☎64・4827）

▶▶▶︎

▶▶▶︎
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定額減税補足給付金

新たな低所得世帯への物価高騰くらし応援給付金

新新たにたに２２つつ のの給付金給付金を給付しますを給付します
いずれの給付金も、対象となる人や世帯へ、８月下旬に書類を送付予定です。
お手元に届きましたら、必ず内容を確認してください。

給付対象者（次の全てを満たす人）
・令和６年１月１日時点で本市に住民登録がある人
・定額減税可能額が「令和６年分推計所得税額」または
「令和６年度個人住民税所得割額」を上回る人

※本人の合計所得金額が1805万円を超える場合や「令
和６年分推計所得税額」と「令和６年度個人住民税所
得割額」のいずれも０円の場合は給付対象外

給付額
次の①②を合計した額を１万円単位で切り上げて給付
①３万円×対象人数※１－令和６年分推計所得税額
②１万円×対象人数※１－令和６年度個人住民税所得割額
※1　納税義務者本人と控除対象配偶者、扶養親族の合計人数

給付手続きの流れ
●「給付のお知らせ」が届いた人
　お知らせに記載されたとおり給付

を受ける場合、手続き不要です

●「給付確認書」が届いた人
　必要事項を記入し、必要書類を添付して、同封の返

信用封筒で返送してください

給付対象世帯（次の全てを満たす世帯）
・令和６年６月３日時点で本市に住民登録がある世帯
・令和６年度から新たに世帯全員が「住民税非課税」また

は「住民税均等割のみ課税」になった世帯
※令和５年度に非課税世帯または均等割のみ課税世帯

への給付金（７万円または10万円)の給付対象だった
世帯、課税者の扶養親族などのみで構成される世帯
は給付対象外　

給付額
　１世帯当たり10万円+子１人当たり５万円※２
※２　18歳以下（平成18年４月２日以降生まれ)の子を扶養して

いる場合

給付手続きの流れ
●「確認書」または「申請書兼請求書」が届いた人
　必要事項を記入し、必要書類を添付して、同封の返

信用封筒で返送してください

共通事項
・�他の市町村で住民税が課税されている人や未申告の人がいる世帯などは申請が必要になる場合があります。

詳しくは問い合わせてください
・提出期限　10月31日木
・期限を過ぎた場合、給付を辞退したものとして取り扱いますのでご注意ください

問　市給付金コールセンター （福祉課内☎64・4217　平日午前９時～午後５時）

　定額減税可能額が減税前の額を上回る（減税しきれない）額を給付金として給付します。

　物価高騰の影響が特に大きい低所得世帯を支援するため給付金を給付します。

▶

▶
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対象施設　道の駅「九頭竜」（朝日26－30－１）
　�（施設内容：和泉ふれあい会館、観光物産展示セン

ター、生産物直売所、農村交流広場、農村多目的
公園）
指定管理期間　令和７年４月１日～10年３月31日

◆募集要項などの配布
期間　８月５日月～10月４日金
場所　産業政策課（市役所１階⑧番窓口）かホーム　
　ページからダウンロード
◆応募書類の提出
期限　10月４日金午後５時
場所　産業政策課（市役所１階⑧番窓口）
問　産業政策課 （☎64・4816）

詳しくはこちら▶

道の駅「九頭竜」
令和７年度以降の指定管理者募集

月　日 診療科目 診療時間
８月15日木

内科・外科
午前９時～正午
午後１時～９時８月16日金

８月17日土 午後１時～９時

８月18日日 内科・外科・小児科 午前９時～正午
午後１時～９時

・小児科の診療は18日日のみです
・緊急の場合は正午～午後１時も診療します
・午後８時30分までに来院してください
・保険証と各種医療費受給資格者証、服用してい

る薬の説明書やお薬手帳を持参してください
問　休日急患診療所 （☎65・8999）

　休日急患診療所では、お盆期間中も診療を行います。ただし、次のことに注意してください。

お盆期間中の休日急患診療所の診療について

◆物件１
　所在地　陽明町三丁目1304、1305
　面積　計1063.07平方㍍
　予定価格　1462万円
　入札日時　８月28日水午前10時30分
　入札場所　県庁６階入札室
◆物件２
　所在地　陽明町四丁目502
　面積　1141.10平方㍍

　予定価格　1197万円
　入札日時　８月28日水午前11時 
　入札場所　県庁６階入札室
その他　入札参加希望者は８月21日水
　までに申し込んでください
問　県財産活用課
　（☎0776・20・0251）

県有地を一般競争入札で売り払います

いつか自分の店を開きたい人必見！

COCONOアートプレイスを
使いませんか

　COCONOアートプレイスの和室（厨房隣接）で自分の店を出店
しませんか。庭を眺めることのできる落ち着く空間です。自慢の
スイーツの販売や、カフェの営業などを月１回程度から始めるこ
とができます。興味のある人はぜひ問い合わせてください。
問　COCONOアートプレイス （☎64・4848）

詳しくはこちら▶
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詳細はこちら▲

　県では、９～11月中に目標歩数を達成するともれなく「ふくいはぴコイン」500ポイントがもら
えるウオーキングキャンペーンを開催します。詳しくはホームページを確認してください。

歩いてもらおう「ふくいはぴコイン」

はぴウォーク2024＆プレイベントのご案内

日時・場所　８月18日日
　県産業会館　午後１時～３時
　ラブリーパートナーエルパ　午前10時～午後４時
内�容　・ウオーキングの姿勢や健康的な生活習慣

についての講座
・ティモンディ　高岸宏行さんトークショー（県産

業会館、要申し込み）

参加料　無料
その他　・詳しくはホームページを確認してください
・おおのヘルスウォーキングプログラム参加者に

は50ポイント進呈します
問　県健康政策課 （☎0776・20・0352）

　プレイベントも開催！　

日�時　８月22日木、９月19日木、10月17日木、11
月21日木、12月19日木、令和７年１月16日木各
日午後１時30分～２時45分（認知症予防教室は午
後２時～２時30分）
場所　ホームセンターみつわ九頭龍店
講師　玉川仁子さん

受講料　無料
その他　・申し込みは不要です
・おおのヘルスウォーキングプログラム参加者には

50ポイント進呈します
問　健康長寿課 （☎65・7333）

　手と体を動かす「頭の体操」や、懐かしい歌謡曲や童謡を歌って楽しく認知症予防に取り組みませんか。
体組成（筋肉量、体脂肪量など）の測定もできます。

楽しく健康づくり

認知症予防＆体組成測定会の開催

日�時　①８月10日土午前９時30分～
　②８月25日日午後１時～
場所　①ＡＯＳＳＡ（福井市手寄一丁目４−１）
　②プラザ萬象（敦賀市東洋町１−１）
対象　大学（院）、短大、高専、専修学校などに通う

学生の保護者（学生本人も参加可）
定員　①50人　②30人　※いずれも先着
参加料　無料

申込方法　専用フォームから申し込む
申込締切　各開催日の前日まで
問　県定住交流課 （☎0776・20・0638）

　就活生の保護者を対象に、最新の就活事情や就活生への適切な接し方などを学べるセミナーと、企業担当者
との交流座談会を通じて、県内企業の優れた技術や商品、サービスなどの魅力を知れる「魅力発見会」を開催し
ます。

就活生の子を持つ保護者の皆さんへ

保護者向け「就職セミナー」＆県内企業の「魅力発見会」

申し込みはこちら▶
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【診療科目】
　小 児 科（日･祝日のみ）・内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  午後１〜９（３・10・17・24・31日）
　日・祝日・旧盆  午前９～午後９（４・11・12・15・16・18・25日）

金 土

心のおやつの時間
　午後２：30～３　図書館
あそぼう百人一首
　午後３～４　図書館

マイナンバーカード休日交付・
更新窓口（要予約）☎64・4246
　午前９～正午
だっこでぎゅの会
　０歳組　午前10：30～10：50　図書館
　１.２歳組　午前11～11：30　図書館
心のおやつの時間
　午後２：30～３　図書館

うきうき！ボードゲームクラブ
　午前10：30～11：30　図書館
自然あそび
　午後２：30～３：30　図書館

絵本の部屋
　午前10～正午　図書館

だっこでぎゅの会
　０歳組　午前10：30～10：50　図書館
　１.２歳組　午前11～11：30　図書館
心のおやつの時間
　午後２：30～３　図書館
おはなし会
　午後３～３：30　図書館

心のおやつの時間
　午後２：30～３　図書館
おはなし会
　午後３～３：30　図書館

問い合わせ先：予約専用ダイヤル
（☎64・4147　平日午前９時〜午後５時）

【子宮頸がん検診・乳がん検診】　

実施日 時  間 会　場
５日 午前８：30～10：30 結とぴあ

実施日 時  間 会　場
５日 午後１：15～２：15 結とぴあ

【生活習慣病健診・肺がん検診・胃がん検診・前立腺がん検診・肝炎検査・ピロリ菌検査・風しん抗体検査】

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
結婚相談・女性悩みごと相談

（レディース・トラブル・バスター） ７・14・21日 ７日　午後６〜８
ほか　午後１：30～３：30 結とぴあ ☎64・5140

（こども支援課）

年金相談 22日 午前10～午後３ 大野商工会議所 ☎0776・23・4518
（福井年金事務所）

臨床心理士による教育相談 ８・22・29日 午後１～５ 青少年教育センター ☎66・7717

心配ごと相談 22日 午前９～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

要予約

要予約

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（商業） ８日 午後１〜４

大野商工会議所
☎66・1230

※相談日の前日までに予約してください

労働 ９日 午後１〜４
金融（日本政策金融公庫・中小企業事業） 開催しません
法律 開催しません
税務 22日 午後１〜４
事業承継 20日 午後１〜４
司法書士相談 開催しません
夜間相談 １日 午後５〜８
和泉地区相談会 開催しません （会場）和泉ふれあい会館

要予約
要予約
要予約

要予約
要予約

要予約

要予約
要予約
要予約

２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし
公民館 12日
図書館 ５・11・12・18・19・26日
本願清水イトヨの里 ５・19・26日
水のがっこう なし
歴史博物館 なし
民俗資料館 ５・13・19・26日
越前大野城 なし
くずりゅう化石ラボ ガ・オーノ ５・13・19・26日
HOROSSA! なし
武家屋敷旧内山家 なし武家屋敷旧田村家
文化会館 ５・19・26日
COCONOアートプレイス ５・19・26日
B&G海洋センター ５・12・13・19・26日
エキサイト広場 ７・13・14・21・28日
あっ宝んど なし
うらら館 ５・13・19・26日
平成の湯 ６・13・20・27日
結とぴあ（有終会館） なし

休館日
休日急患診療
（☎65・8999）

各種検診日

①便容器配布 上記の各検診実施日時に各検診会場で配布
②料金の徴収 前払い（容器を受け取ったとき）

③便容器の提出 ・大腸がん検診用冷蔵庫（結とぴあ）に緑の袋ごと投入
・和泉診療所

【大腸がん検診】　
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人権相談・行政相談 １・15日 午後１：30～３：30 結とぴあ ☎64・4820
（総務課）無料登記相談 14日 午後１：30～４ 結とぴあ

法律相談 ８・22日 午後１〜４ 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要予約

【保健関係】
相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先

育児相談会 P24の「おおの子育てつうしん」をご覧く
ださい。 大野市地域子育て支援センター ☎64・5140

（こども家庭センター）

育児不安解消サポート事業
（お日さま広場） 22日 午前10～11：30 勝山市地域子育て支援センター ☎66・2076

（奥越健康福祉センター）

心の健康相談 ７・21日 午後２〜４

奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎
相談検査・性感染症相談検査 ６・20日 午前９〜11

女性相談 １・５・８・15・19・22・29日 午前９～午後５：15
補聴器相談 19日 午前10～正午

結とぴあ ☎64・5142
（福祉課）ストレス相談 ８日 午後２〜４

要予約

要予約

要予約

日 月 火 水 木

市民生活・統計課窓口業務延長
　～午後７
マイナンバーカード交付・更新
窓口延長（要予約）☎64・4246
　～午後７

心のおやつの時間
　午前10：30～11　図書館

健康プラスデー　午前９～正午
　保健センター（結とぴあ内）
健康栄養相談（要予約）☎65・
7333　午前10～11：30
　保健センター（結とぴあ内）
頭シャキーン&いきいきOH!
脳音読会
　午前10：30～11：30　図書館

市民生活・統計課窓口業務延長
　～午後７
マイナンバーカード交付・更新
窓口延長（要予約）☎64・4246
　～午後７

マイナンバーカード休日交付・
更新窓口（要予約）☎64・4246
　午前９～正午

●ごみの休日受け入れ 市民生活・統計課窓口業務延長
　～午後７
マイナンバーカード交付・更新
窓口延長（要予約）☎64・4246
　～午後７

後期高齢者医療新規加入者説
明会　午前９：30～10：30
　結とぴあ

市民生活・統計課窓口業務延長
　～午後７
マイナンバーカード交付・更新
窓口延長（要予約）☎64・4246
　～午後７

普通救命講習会（要予約）
　午前９～正午
　消防署☎64・4898
●ごみの第４日曜日受け入れ
心のおやつの時間
　午前10：30～11　図書館

１歳半児健康診査
　午後１：10～１：40
　保健センター（結とぴあ内）

３歳児健康診査
　午後１：10～１：40
　保健センター（結とぴあ内）
Ｊアラート情報伝達　午前11
　防災行政無線から試験放送
　が流れます

市民生活・統計課窓口業務延長
　～午後７
マイナンバーカード交付・更新
窓口延長（要予約）☎64・4246
　～午後７

山の日 振替休日
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５
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７
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28

８月 市民カレンダー

各種相談日

葉 月葉 月
は づ きは づ き

■�国民の祝日には国旗を
掲げましょう

●�印の行事は別の紙面で
詳しく記載しています

今 月 の 納 税

★納税は、便利な口座振替を
　ご利用ください

市県民税　第２期分
国民健康保険税　第２期分
◆納期限  ９月２日（月）

今月は後期高齢者医療保険料（普通徴収）の納付月です！

・後期高齢者医療保険料（普通徴収）　第２期
◆納期限　９月２日（月）

※普通徴収は、年金から保険料が天引きされない方が対象です。市発
行の納付書で、金融機関などで個別に納めてください

要予約
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